
かまな
201７年

７月号

広報

Ｎｏ．１０20



3 Nakama City Public Relations 2広報なかま 7月 10日号

目 次 ーC O N T E N T Sー

広報なかま 2017年７月号

表紙のはなし ーCOVER STORYー

なかまでつなごう
市民リレー

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

　20 年ほど前から、地域の皆さんと「下大
隈里おどり保存会」に所属し、伝統芸能の
保存に取り組んでいます。この里おどりは、

「ジカタ」と呼ばれる三味線や太鼓といった
和楽器に、唄と踊りを合わせたもので、８
人ほどで構成されています。毎年夏の盆踊
りや施設などに招かれて披露しています。
　私は、若いころからコーラスをやってきた
経験を生かし、唄や踊りを担当してきまし
た。歌うことは心身ともに健康になるだけで
なく、仲間と気持ちを共有することができ、
それが何よりの楽しみです。当時は子ども
たちが三味線や太鼓に挑戦していましたが、
その子たちが卒業した後は後継者がおらず、
今は私が三味線の演奏に挑戦しています。
　何かやっていないと気が済まない性格な
ので、唄も三味線も楽しいですが、後継者
がいないのはさみしいですね。ぜひ子ども
たちに伝統の楽しさと大切さを体験しても
らって、里おどりが未来に残ってほしいと願
っています。

山
や ま も と

本 清
きよふく

福さん（下大隈・72歳）

伝統芸能の披露と継承

な

かま

２ なかまでつなごう市民リレー
３ 福田市政、全力発進
４ 少年たちよ、思いを語れ

８ 市からのお知らせ

ちいさなこころではぐくむ人権14
15 やっちゃれ環境、くらしのミカタ

17 なかマルシェ、文芸歳時記
18 健康ファミリー、国保だより
19 医療講座、年金ニュース
20 くらしの情報
22 みんなのひろば
24 行事予定

16 図書館だより、Nakama's キッチン

12 まちのわだい

―
い
つ
か
ら
、
そ
し
て
な
ぜ
中
間

市
長
を
目
指
し
た
の
で
す
か

　

自
分
を
取
り
巻
く
環
境
に
目
を

向
け
な
が
ら
、
経
済
や
教
育
、
地

方
創
生
な
ど
に
ず
っ
と
興
味
を
持

っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
こ
れ
ま

で
の
経
験
、
何
よ
り
人
と
関
わ
る

こ
と
を
仕
事
に
し
て
き
た
こ
と
が
、

人
の
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
政
治
が

で
き
な
い
か
と
考
え
始
め
た
原
点

で
す
。
そ
ん
な
時
に
中
間
市
へ
の

郷
土
愛
に
溢
れ
た
人
た
ち
に
出
会

い
ま
し
た
。
互
い
の
想
い
を
語
り

合
う
う
ち
、
何
か
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
模
索
し
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
今
回
、
中
間
市
の

た
め
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
な
い

か
と
い
う
打
診
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
間
市
に
ゆ
か
り
が
な
い
こ
と

は
私
も
自
覚
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
私
の
行
動
力
や
発
信
力

を
必
要
と
し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
全
力
で
市
長
と
し
て
の
職
責

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
、
そ
の
重
い
責
任
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
目
指
す
福
田
市
政
を
教
え
て
く

だ
さ
い

①
小
中
学
校
の
給
食
無
償
化

　

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
、
何
の
心
配
も
な
く
お
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

心
身
と
も
に
強
く
、
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
ほ
し
い
。
私
は
、
行
政

と
し
て
最
大
限
そ
の
支
援
を
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
市
立
病
院
の
建
て
替
え

　
中
間
市
の
高
齢
化
率
は
昨
年
10

月
現
在
35
・
４
％
、
県
内
で
も
極

め
て
高
水
準
で
す
。
高
齢
者
の
笑

顔
を
守
る
の
も
私
の
役
目
。
高
齢

者
福
祉
事
業
の
最
た
る
も
の
が
、

老
朽
化
し
た
市
立
病
院
の
建
て
替

え
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
財
源
、
体
制
、
公
営
か
民
営
か

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
が
必
要

な
中
で
、
何
が
最
適
な
の
か
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
な
が
ら

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

③
観
光
都
市
な
か
ま
の
構
築

④
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
整
備

　

中
間
市
に
眠
っ
て
い
る
観
光

資
源
、魅
力
を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。

私
が
注
目
す
る
の
は
遠
賀
川
。
筑

後
川
に
次
い
で
県
下
２
番
目
に
大

き
い
遠
賀
川
は
、
私
が
住
ん
で
い

た
福
岡
市
に
も
な
い
大
き
な
観
光

資
源
で
す
。
遠
賀
川
を
主
役
に
し

た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
を

手
掛
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
積
極
的

に
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実

行
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
に
も
観

光
客
に
も
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

④
警
察
署
の
誘
致

　

現
在
、
市
内
に
は
交
番
が
２
か

所
あ
る
の
み
。
現
状
で
は
、
事
件

に
遭
遇
し
た
と
き
、
特
に
高
齢
者

や
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
は
不
安

が
募
り
ま
す
。
こ
の
不
安
を
取
り

除
け
る
よ
う
、
い
つ
で
も
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

―
中
間
市
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
か

　
「
全
力
発
信
」が
私
の
モ
ッ
ト
ー

で
す
。
こ
れ
か
ら
中
間
市
を
広
く

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
情
報
発
信
力
を
強
化
し

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
供
し
、
思
い
を
共
有
し
、

一
緒
に
新
し
い
中
間
市
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
や
関
係
各
所
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
そ
し
て
民

間
の
活
力
を
最
大
限
利
用
し
な
が

ら
、
公
約
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

福
田
市
政
、
全
力
発
進 

中
間
市
の
良
さ
を
引
き
出
す
。

ま
だ
見
ぬ
魅
力
を
み
ん
な
で
掘
り
起
こ
そ
う
。

福
田
健
次
新
市
長
が
就
任
。
そ
の
第
一
声
を
伺
い
ま
し
た
。

昭和35年生まれ。平成５年からラジオパーソナリティを務
めたことを機に福岡県に移住。以降、県内メディアを中心
に活躍の場を広げ、どんなときも明るく元気なキャラクタ
ーで人気を博す。平成 29 年６月19日、第 8代目中間市
長に就任。

県庁を訪問し、小川洋県
知事と固い握手を交わす。

折尾警察署長の國友伸晃さんと中間
市の現状について意見交換を行う

垣生公園の北側に広がる
彩り豊 かなアジサイ。毎
年、約 900 株のアジサイ
が一面に広がります。今年
は５月に行われた福岡県植
樹祭で、市内の小中学生と

「中間市を花いっぱいにす
る会」の会員が新たにアジ
サイを植樹してくれました。
来年はさらに見応えのある
光景になっていることでし
ょう。

６ 後期高齢者医療
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少
年
た
ち
よ
、
思
い
を
語
れ

６
月
10
日
、中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
第
25
回
少
年
の
主
張
大
会
に
、市
内
の
４
中
学
校
か
ら
３
人
ず
つ
、計
12
人
が
出
場
。

日
ご
ろ
の
思
い
を
１
、２
０
０
文
字
に
込
め
、
力
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
す
が
、
１
人
１
人
が
主
張
し
た
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

僕が６年間続けているモト
クロスには、多くの学ぶべ
きことがあります。礼儀や
感謝、向上心など。それら
の中でも僕が一番大切に
しているのは、謙虚に人の
話を聞くことです。経験豊
富な人からのアドバイスに
耳を傾けることが、勉強で
もスポーツでも成長への早
道だと思います。

急増するスマホ育児。しか
し、スマホ育児は親子の関
わりを希薄にし、コミュニ
ケーション能力に欠けた子
どもに成長する危険があり
ます。「関わり」から生まれ
る家族や友だちとの思い出
は大切です。子どもの未来
のために、もう一度スマホ
育児を見直してください。

先輩から受け継いだあいさ
つの励行。何気ない毎日の
あいさつは、会話のきっか
けになります。気持ちを伝
え、お互いを知り、新たな
つながりをもたらすあいさ
つは今では私の大きな武
器となりました。あいさつ
日本一の学校を目指し、こ
れからもあいさつの輪を広
げていきます。

「あいさつの力」
中間東中学校３年 石川 滉太朗さん

「優しさの押し売り」
中間中学校３年 中島 稜太さん

「当たり前が当たり前
じゃない」
中間南中学校３年 黒山 莉

り お ん

音さん

何気なく障がい者に差し
伸べるその手は、本当に優
しさと呼べるものでしょう
か。相手が望んでいない手
助けは、一種の差別とも言
えるのではないでしょうか。
物理的な障がいを取り除く
だけでなく、心の声に耳を
傾け、心の支えとして寄り
添うことこそが真の優しさ
なのだと思います。

「教科書は昔タダではなか
った」。授業で話した先生
の言葉に私は衝撃を受けま
した。私たちが生活してい
る日常は、全て当たり前に
あるものではないのです。
そのことに気付けば、人は
もっともっと人への感謝や
命の大切さを感じることが
できるはずです。

「震災で被災した中学生が
避難先でいじめられた」と
いうニュースに怒りを覚え
ました。同時に、昔身近に
起きたいじめを傍観した自
分の苦い経験と重なりまし
た。「犠牲者の分まで生き
る」と言うその生徒の勇気
を借りて、「やめなよ」と言
える人間になりたいです。

家で飼っていた姫ウズラ。
大切に育てた姫ウズラでし
たが、同じく家で飼ってい
る猫に襲われ命を落としま
した。大切な命に奪われた
大切な命。悲しいことです
が、同時に、生態系のこと
や地球の素晴らしさ、環境
保護の大切さなどさまざま
なことを教えてくれました。

私は、家族のおかげで、苦
手なことを持っている人の
大変さや接し方が人よりも
少し理解できます。でも、「苦
手」を持っている人たちを、
十分に理解し、支えられる
社会にはなっていません。
私は自分の経験を生かし、
お互いが理解しあえる仲間
を増やしていきたいです。

私たちの世代にとって SNS
はとても便利なものです。
もはや欠かすことのできな
い道具と言えます。しかし、
誤解を招いたり、意図せず
情報が公開されたりする問
題点があることも事実です。
メリットとデメリット両方に
目を向けながら、可能性を
切り拓いていきたいです。

「モトクロスを通して」
中間中学校３年 豊丸 隼

は や と

飛さん

「スマホ育児によって
失われるもの」
中間北中学校３年 高野 水

み お

桜さん

「いじめをなくすため
にできること」
中間北中学校３年 大隈 龍

り ゅ う き

希さん

「姫ウズラが教えてく
れたこと」
中間中学校３年 安田 めいさん

「苦手によりそう社会
を目指して」
中間南中学校３年 東

あずま

 友梨さん

「SNS で未来を切り拓
くために」
中間北中学校３年 西谷 亜

あ い

唯さん

「虹の橋」
中間東中学校３年 藤川 光

ひ よ り

衣さん

「人間とは何か」
中間南中学校３年 冷牟田 蘭さん

「Helping each other」
中間東中学校３年 宮之原 優

ゆ き

希さん

自らダウン症を抱えるアッ
シュモア英玲奈さんのスピ
ーチの中で、障がい者と健
常者の架け橋「虹の橋」に
なりたいと言う言葉に感銘
を受けました。健常者が障
がいを理解し、支援するた
めには、障がい者も伝え、
知ってもらうことが大切で
す。私自身も虹の橋になれ
るよう、努力していきます。

人間同士の争いを目にする
たびに、私は「人間とは何か」
と考えさせられます。なぜ
弱さを認め合い、支え合う
ことができないのだろうか
と。きっと人間は弱さと向
き合うことで強くなってい
くのだと思います。私は助
産師になるという夢を叶え
るため、どんな人とも向き
合い、強くなりたいです。

少年が、さまざまな特技を
持つ仲間たちと力を合わ
せ、難敵に立ち向かう漫画
があります。長所も短所も
含めて個性があるからこそ、
お互いを尊重し、補い、生
きていくことができるので
す。私たちも同じです。「お
かげさま」という言葉をこ
れからも忘れずに成長して
いきたいと思います。

総評

中間市教育委員会委員
衛
え と う

藤 修
お さ み

身さん

　今回の少年の主張で
は、家庭生活や学校生活
で感じた身近な体験をも
とに、あたたかくも力強い
主張が多く見受けられま
した。
　情報化社会の危険性に
警鐘を鳴らしたもの、障
がい者との共存社会の問
題を的確にとらえたもの、
異なる動物との関わりか
ら新たに知った命の尊さ
を訴えたものなど。全体
を通して、人と人とのつな
がりを見つめ直すきっか
けになった出来事につい
て主張されたものが多か
ったように感じました。そ
れぞれが、皆さんがこれ
から成長していく過程で
必要な「気づき」であるこ
とに変わりはありません。
これからもその思いを持
ち続けてほしいと願ってい
ます。
　そして、何よりも、今回
学校を代表して大勢の前
で主張したと言う経験は、
何物にも代えられないも
のです。ぜひこの経験を
生かして、人として一回り
も二回りも大きくなってほ
しいと思います。
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保険料のしくみ

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８

月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保
険

者
証（
水
色
）は
、
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の

滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り

短
い
有
効
期
限
の
被
保
険
者
証

を
、
窓
口
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
８
月
１
日

以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保

険
者
証
が
届
か
な
い
人
は
健
康
増

進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
と
き
の

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１

割
ま
た
は
３
割
で
す
。
毎
年
、
前

年
中
の
所
得
を
も
と
に
、
８
月
か

ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自

己
負
担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
通
常
１
割

で
す
が
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者

の
い
ず
れ
か
の
人
の
市
民
税
課
税

所
得
が
145
万
円
以
上
で
あ
る
場
合

に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
民
税
課
税
所
得
が

145
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の

①
ま
た
は
②
に
当
て
は
ま
る
場
合

は
、
健
康
増
進
課
に
申
請
す
れ
ば

１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人

以
上
の
場
合
…
同
じ
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
の
収
入
合
計
額
が

520
万
円
未
満

②
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人

の
み
の
場
合（
次
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ

に
当
て
は
ま
る
）

Ａ
…
本
人
の
収
入
が
383
万
円
未
満

Ｂ
…
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
～

74
歳
の
人
と
の
収
入
合
計
額
が

520
万
円
未
満

※
市
民
税
の
課
税
所
得
が
145
万
円

以
上
で
も
、
前
年
の
12
月
31
日
現

在
で
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で
、
同

じ
世
帯
に
合
計
所
得
金
額
が
38
万

円
以
下
で
あ
る
19
歳
未
満
の
世
帯

員
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
で
あ

る
被
保
険
者
の
市
民
税
の
課
税
所

得
か
ら
、
16
歳
未
満
は
１
人
当
た
り

33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
は

１
人
当
た
り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

控
除
し
た
後
の
額
が
、
145
万
円
未

満
と
な
る
と
き
、
自
己
負
担
割
合
は

１
割
に
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
の
課
税
所
得
が
145
万
円

以
上
で
も
、
昭
和
20
年
１
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
被
保
険
者
が
い
る

場
合
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全

員
の
旧
た
だ
し
書
所
得（
総
所
得
金

額
等
か
ら
33
万
円
を
控
除
し
た
金

額
）の
合
計
額
が
210
万
円
以
下
の
と

き
、
自
己
負
担
割
合
は
１
割
に
な

り
ま
す（
こ
の
判
定
方
法
は
平
成
27

年
１
月
１
日
以
降
適
用
さ
れ
、
届

け
出
は
不
要
で
す
）。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
使
用
中
の
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て

い
る
人
で
、
平
成
29
年
度
が
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
８
月

１
日
か
ら
の
減
額
認
定
証
を
、
被

保
険
者
証
と
は
別
に
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
新
た
に
交
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、
健
康
増
進
課
で

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

人
が
、
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
と
き
に
減
額
認
定
証
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
医
療

費
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で
と

な
り
、
食
費
、
居
住
費
の
負
担
も

減
額
さ
れ
ま
す
。

※
食
費
、
居
住
費
は
遡

さ
か
の
ぼ
っ

っ
て
減
額

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
入
院
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、

　
被
保
険
者
証

高
額
療
養
費
の
上
限
額
が

変
わ
り
ま
す

　

同
月
内
に
医
療
機
関
窓
口
で
支

払
っ
た
医
療
費
の
合
計
額
が
、
決

め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
分
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。

　

個
人
ま
た
は
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
決
ま
る
上
限
額
が
、
８
月
か

ら
左
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

※
１
…
世
帯
収
入
の
合
計
額
が

520
万
円（
１
人
世
帯
の
と
き
は
383
万

円
）未
満
の
場
合
や
、「
旧
た
だ
し

書
き
所
得
」
の
合
計
額
が
210
万
円

以
下
の
場
合
を
含
み
ま
す
。

※
２
…
過
去
12
か
月
以
内
に
３
回

以
上
、
上
限
額
に
達
し
た
場
合
は
、

４
回
目
か
ら
「
多
数
回
」
と
な
り
、

上
限
額
が
下
が
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
算
定
に
関
す
る
問
合

先　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

●
保
険
料
の
徴
収
方
法
に
関
す
る

問
合
先
健
康
増
進
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
４
６

■平成 29 年度の保険料の軽減措置

均等割額の
軽減割合

軽減後の均等割額
（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の
軽減対象所得金額の合計額

９割軽減 5,608 円
「33 万円（基礎控除額）」以下で、「被保険者全員が年金収入
80 万円以下で、そのほかに所得がない」

8.5割軽減 8,412 円 「33 万円（基礎控除額）」以下

５割軽減 28,042 円 「33 万円（基礎控除額）＋ 27 万円×被保険者数」以下

２割軽減 44,868 円 「33 万円（基礎控除額）＋ 49 万円×被保険者数」以下

　

７
月
中
旬
に
被
保
険
者（
加
入
者
）の
皆
さ
ん
に「
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得
金
額
と
世
帯（
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
の
世

帯
）の
状
況
を
も
と
に
本
算
定
を
行
い
決
定
し
ま
す
。
な
お
、、
75
歳
に
な
る
人
、

福
岡
県
外
か
ら
の
転
入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
を
基
準
に
算
定
し
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置

●
均
等
割
額
の
軽
減

　

平
成
29
年
度
で
は
、
平
成
28
年

度
の
保
険
料
軽
減
措
置
「
被
保
険

者
均
等
割
額
の
７
割（
特
例
で
現

在
は
９
割
ま
た
は
8.5
割
）、
５
割
、

２
割
軽
減
」
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。
詳
し
い
基
準
は
上
の
表
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下

（
公
的
年
金
の
み
の
場
合
収
入
額

で
211
万
円
以
下
）の
人
は
、
所
得

割
額
が
２
割
軽
減
に
な
り
ま
す
。

※
軽
減
対
象
所
得
金
額
は
、
基
本

的
に
は
総
所
得
金
額
等
と
同
じ
で

す
が
、
公
的
年
金
等
収
入
の
場
合
、

「
公
的
年
金
等
収
入
‐
公
的
年
金

等
控
除
‐
15
万
円
」
と
な
る
な
ど
、

例
外
が
あ
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険（
※
）の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
ま
で
「
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
」
だ
っ
た
人

は
被
保
険
者
均
等
割
額
が
７
割
軽

減
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合

管
掌
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
共

済
組
合
を
指
し
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
、
国
民
健
康
保
険
組
合
は
当

て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

平成29年度後期高齢者医療の
保険料が決定しました

保険料
（ 年　額 ）

（ 年　額 ）

所得割額
被保険者

均等割額

56,085円

最高限度額

57万円総所得金額等
－33 万円（基礎控除） 11.17％

所得割率×＝ ＋

・保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。	
・保険料は、加入者１人１人にかかります。保険料率（被保険者均等割額、所得割率）は２年ごとに見直され、平成28年度に改定されています。
※総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金等収入－公的年金等控除｣ ｢給与収入－給与所得控除｣ ｢事業収入－必要経費｣ などの合計額で、
所得控除前の金額です。
◎公的年金等の収入のみの人で、年金額が153万円以下の場合は、所得割額はかかりません。

■保険料の計算方法

適用区分 　外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）
現役
並み

課税所得 145 万円以上 44,400 円 80,100＋（医療費ー267,000円）×１％
※多数回の場合 44,400 円（※２）

一般 課税所得 145 万円未満
（※１）

12,000 円 44,400 円

住民税
非課税

Ⅱ住民税非課税世帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

15,000 円

　外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）

57,600 円 80,100＋（医療費ー267,000円）×１％
※多数回の場合 44,400 円（※２）

14,000 円
（年間上限144,000円）

57,600 円
※多数回の場合 44,400 円（※２）

8,000 円
24,600 円

15,000 円
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第
１
次
試
験
は
基
礎
能
力
検

査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
民
間

企
業
で
多
数
行
わ
れ
て
い
る
試

験
で
、
公
務
員
試
験
対
策
を
必

要
と
し
な
い
試
験
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
職
員
採
用
試
験
案
内
を
見

て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
９
月
17
日
日

※
第
２
次
試
験
以
降
は
後
日
通

知
し
ま
す
。

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
６
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
２
人

○
一
般
事
務
職
Ｃ
…
２
人

○
土
木
技
術
職
…
１
人

○
建
築
技
術
職
…
１
人

○
消
防
職
…
１
人

●
申
込
期
間　
７
月
18
日
火
～

８
月
18
日
金

※
受
験
申
込
書
と
案
内
書
は
、

総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
昭
和
56
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
平
成
７
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
卒
業
の
学
歴
を
有

し
な
い
人

○
一
般
事
務
職
Ｃ
…
昭
和
56
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

○
土
木
技
術
職
…
昭
和
52
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
校
ま
た
は
大
学
で
土
木
課

程
を
履
修
し
た
人
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人

○
建
築
技
術
職
…
昭
和
52
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
校
ま
た
は
大
学
で
建
築
課

程
を
履
修
し
た
人
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人

○
消
防
職
…
平
成
２
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
受
験
で
き
な
い
人　
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
当
て
は
ま

る
人

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
す
る
講
座
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
つ
い
て
の
関

心
や
理
解
を
深
め
る
テ
ー
マ

で
あ
れ
ば
形
式
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん

●
募
集
数　
市
内
１
団
体

●
助
成
金　
講
座
開
催
経
費

に
つ
い
て
上
限
３
万
円

●
募
集
期
間　
７
月
11
日
火
～

８
月
31
日
木
・
必
着

※
審
査
の
う
え
、
後
日
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
人
権
男
女
共
同

参
画
課
に
あ
る
募
集
要
綱
と

申
込
書
様
式
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
開
催
期
間　
11
月
１
日
水
～

平
成
30
年
３
月
31
日
土

●
開
催
場
所　
市
内
施
設

あなたが企画する「男女共同参画講座」
●申込・問合先　人権男女共同参画課　☎（２４５）３５１１

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
支
給
制
度
の
現
況
届
を

受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
届
け
出

は
、
受
給
者
の
毎
年
８
月
１
日

現
在
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
各
受
給

者
に
送
付
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

○
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
届
け
出
を
し
な

い
場
合
、
８
月
以
降
の
手
当

を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

○
２
年
間
こ
の
届
け
出
を
し
な

い
場
合
、
時
効
の
た
め
受
給

権
が
な
く
な
り
ま
す

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支

給
制
度
の
届
け
出
を
し
な
い

場
合
、
10
月
以
降
の
医
療
費

助
成
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す

●
受
付
期
間　
８
月
15
日
火
～

31
日
木
・
９
時
～
17
時（
土

曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所　
市
役
所
本
館
３

階
第
１
会
議
室

　

夜
間
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

●
夜
間
受
付
日
時　
８
月
21
日

月
、
24
日
木
・
17
時
30
分
～

20
時

●
夜
間
受
付
場
所　
市
役
所
本

館
１
階
こ
ど
も
未
来
課
窓
口

児童扶養手当などの現況届
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

　

中
間
市
第
５
期
障
害
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
中
間
市

第
５
期
障
害
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
行
い

ま
す
。

　

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聴
き
、
計
画
の
参
考
と
す
る

た
め
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
人

〇
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

〇
平
日
の
日
中
に
参
加
可
能
な

人（
全
４
回
の
会
議
を
予
定
）

●
任

期　
９
月
～
平
成
30

年
３
月

●
報

酬　
４
、２
０
０
円

　
（
１
回
の
出
席
ご
と
）

●
募
集
人
員　
１
人
程
度

●
応
募
方
法　
窓
口
、
郵
送

※
郵
送
す
る
場
合
は
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電

話
番
号
、
応
募
動
機（
400
～
800

字
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
に
要
す
る
費
用
は
本
人

負
担
で
す
。

●
応
募
締
切　

８
月
９
日
水
・

必
着

●
選
考
方
法　
提
出
し
て
い
た

だ
い
た
書
類
を
も
と
に
選
考

し
ま
す

※
結
果
は
通
知
し
ま
す
。

障害福祉計画策定委員会の委員募集
●申込・問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

　

県
で
は
、
自
主
的
に
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
「
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
登
録
し

て
電
気
使
用
量
の
削
減
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
購
入
な
ど
の
エ
コ
活

動
に
取
り
組
ん
だ
世
帯（
単
身
世

帯
を
含
む
）に
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
使
え
る
最
大
６
、０
０
０
円
分

の
エ
コ
チ
ケ
ッ
ト（
金
券
）を
抽
選

で
差
し
あ
げ
ま
す
。
協
賛
店
舗

で
の
割
引
な
ど
の
特
典
も
あ
り

ま
す
。

　

あ
な
た
も
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
登
録
方
法

○
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援

サ
イ
ト
か
ら
の
申
し
込
み

①
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.ecofukuoka.jp/

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

○
環
境
保
全
課
で
配
布
し
て
い

る
申
込
書
を
提
出

エコチケットをゲットしよう
●問合先　環境保全課　☎（２４６）６２６５

身体障がい者（児）補装具巡回相談（要予約）
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

 

平
成
29
年
度
か
ら
、
相
談
の

受
け
付
け
を
、
中
間
市
と
芦
屋

町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
、
遠
賀

町
と
合
同
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
相
談
は

事
前
予
約
制
で
す
。
予
約
の
と

き
補
装
具
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
の

で
、
本
人
か
事
情
に
詳
し
い
人

が
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

巡
回
相
談
で
は
、
電
動
車
椅

子
、
重
度
障
が
い
者
用
意
思
伝

達
装
置
に
つ
い
て
は
相
談
の
み

で
す
。

　
ま
た
、
耳
鼻
咽
喉
科（
聴
覚
障

が
い
な
ど
）に
つ
い
て
は
、
聴
力

検
査
や
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
の
診

察
が
あ
り
ま
せ
ん
。
補
聴
器
の

補
装
具
費
の
支
給
・
再
支
給
・

修
理
の
要
否
判
定
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

診
断
書
の
作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。

最
寄
り
の
身
体
障
害
者
福
祉
法

の
指
定
医
師
が
い
る
病
院
な
ど

で
、
作
成
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
期

日　
９
月
19
日
火

●
場

所　
芦
屋
町
役
場

●
受
付
時
間　
９
時
30
分
～
14

時（
診
察
は
10
時
～
）

※
正
午
～
13
時
は
診
察
を
行
い

ま
せ
ん
。
予
約
人
数
が
20
人
以

下
の
場
合
は
、
午
前
中
で
終
了

し
ま
す
。

●
相
談
内
容

〇
肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の
新

規
支
給
・
再
支
給
・
修
理
の

要
否
判
定

○
処
方
及
び
適
合
判
定

●
持
ち
物

○
印
鑑

○
身
体
障
害
者
手
帳

○
前
回
支
給
の
補
装
具（
補
装

具
再
支
給
の
場
合
）

○
修
理
が
必
要
な
補
装
具（
補

装
具
修
理
の
場
合
）

※
必
ず
本
人
が
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
締
切　
８
月
25
日
金

●
申
込
方
法　
福
祉
支
援
課
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い

※
来
庁
時
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
す
。
来
庁
が
困
難
な
人

は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
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中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
● 日 時　８月５日土、18 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８時 30
分〜午後５時 15 分で、定員は６人です。
● 日 時　８月５日土、18 日金、24 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
● 問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
● 場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●      日 時　８月９日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

● 期 日　毎月第１〜４火曜日
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14 時 30 分〜15 時 30 分・ハピネスなかま
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・８時 30 分〜17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター
　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

　

中
間
市
食
生
活
推
進
会
か
ら
、
食

育
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
料
理
を

し
な
が
ら
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

８
月
１
日
火
・
９
時

30
分
～
13
時

●
内

容　
調
理
実
習

●
対

象　

園
児
・
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

●
参
加
料　
１
人
400
円

●
定

員　
15
組
程
度
・
先
着
順

●
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き

●
申
込
締
切　
７
月
24
日
月

※
７
月
25
日
火
以
降
に
参
加
を
取
り

消
し
た
人
は
、
参
加
料
を
支
払
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

親子の食育教室
●場所・申込・問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

教
室
参
加
中
は
保
育
を
行
い
ま
す

の
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
開

催
前
に
子
ど
も
の
体
重
測
定
を
希
望

す
る
人
は
早
め
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

８
月
８
日
火
・
10
時

～
11
時
30
分（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
内

容　
栄
養
士
に
よ
る
離
乳

食
の
講
話
と
試
食

※
講
話
は
離
乳
食
前
期
～
後
期（
生

後
５
か
月
～
１
歳
３
か
月
ご
ろ
）に

つ
い
て
で
す
。

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
８
月
１
日
火

離乳食教室
●場所・申込・問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

●
ご
み
の
収
集
の
休
止
日

○
一
般
ご
み
収
集
…
８
月
14
日
月
～

15
日
火

○
自
己
搬
入
…
８
月
14
日
月
～
15
日

火
※
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
機
器
な
ど

の
総
合
点
検
の
た
め
、
受
け
入
れ
が

で
き
ま
せ
ん
。

●
し
尿
収
集
の
休
止
日　
８
月
14
日

月
～
15
日
火

※
お
盆
前
に
臨
時
の
く
み
取
り
を
希

望
す
る
人
は
、

８
月
３
日
木
ま

で
に
直
接
く
み

取
り
業
者
に
申

し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

お盆期間中のごみとし尿の収集
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

閲覧年月日 請求者または申出者の名称および管理者名 請求事由または利用目的の概要 閲覧にかかる住民の範囲

平成 28 年６月８日 内閣府大臣官房政府広報室長 「国民生活に関する調査」実施のため
の対象者抽出 鍋山町

平成 28 年６月 10 日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 「家計消費状況調査」実施のための対
象者抽出 大字上底井野、大字垣生

平成 28 年８月 10 日 内閣府大臣官房政府広報室長 「男女共同参画社会に関する世論調
査」実施のための対象者抽出 太賀１丁目

平成 28 年８月 24 日 福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所長 「平成 28年国民健康・栄養調査」実施
のための対象者抽出 大字垣生

平成 28年 11月 11日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 「家計消費状況調査」実施のための対
象者抽出 長津１～２丁目

平成 28年 11月 16日 独立行政法人　労働政策研究・研修機構理
事長

「子どものいる世帯状況および保護者
の就業に関する調査」実施のための対
象者抽出

七重町、弥生町１～２丁目、小田ヶ浦１～
２丁目、深坂１～２丁目、池田１～２丁目、
松ヶ岡、中尾１～４丁目、扇ヶ浦１～４丁
目、朝霧１～４丁目

平成 29 年１月 11日 文化庁文化部国語課長 「国語に関する世論調査」実施のため
の対象者抽出 大字垣生

平成 29 年２月 16 日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 「家計消費状況調査」実施のための対
象者抽出 中鶴１～２丁目

　住民基本台帳の一部の写しの閲覧について、住民基本台帳法（以下
「法」という）第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項ならびに住民基
本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第
３条の規定に基づき、平成 28 年度の実施状況を次のとおり公表します。

平成 28 年度の

住民基本台帳の閲覧状況
■法第11条関係（国または地方公共団体の機関の請求による閲覧）

■法第11条の２関係（個人または法人の申し出による閲覧）
閲覧年月日 請求者または申出者の名称および管理者名 請求事由または利用目的の概要 閲覧にかかる住民の範囲

平成 28 年５月11日 ＮＨＫ放送文化研究所世論調査部長 「６月全国個人視聴率調査」実施のた
めの対象者抽出 岩瀬一丁目

平成 28 年６月８日 （株）野村総合研究所 「テレビ視聴に関する調査」実施のた
めの対象者抽出 浄花町

平成 28 年７月13日 朝日新聞社ブランド推進本部マーケティン
グ部

「2016年新聞及びウェブ利用に関する
総合調査」実施のための対象者抽出 太賀４丁目

平成 29 年２月 21日 日本銀行情報サービス局長 「生活意識に関するアンケート調査」
実施のための対象者抽出 桜台１～２丁目、通谷１丁目

■休日窓口受付件数　（単位：件）
　仕事などで平日に転入や転出などの
手続きができない人のために、３月 26
日日と４月２日日の９時から正午まで、
休日窓口を開設しました。受付件数は
次のとおりです。来年も同様に、３月
の最終日曜日と４月の第１日曜日の９
時から正午まで、開設する予定です。 

結果を公表します

休日窓口の
利用状況

開設窓口 業務内容 ３月 26日 ４月２日

市民課

住民異動届（転入、転出、転居など） 5 9
印鑑登録証明 1 3
諸証明発行 5 26
戸籍届 0 1
国民年金加入手続 1 2
国民年金免除申請 0 1

健康増進課
国民健康保険 2 4
後期高齢者医療 0 0
乳幼児・児童医療証 1 4

福祉支援課 障害者手帳の更新手続き 1 0
福祉タクシー利用券の発行 0 1

こども未来課 児童手当申請 1 5
児童扶養手当申請 0 0

環境保全課 し尿収集異動届（転入、転出、転居など） 0 0
収納課 納税 5 2

学校教育課
就学手続き 0 0
校区外・区域外通学申請 0 0
入学通知書交付（小・中学校新１年生） 0 0

合計 22 58
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西校区まちづくり協議会と西小学校ＰＴＡの共催で、「地域
で子育てを頼り合う」をテーマに講演会を行いました。子
育てで困ったときに気軽に相談できるサイトが紹介され、
参加者は講師の内山茜さんの話に熱心に聞き入りました。

「昔は当り前だったご近所づきあい」をサイトを使い復活さ
せ、地域で共助の意識を高めていこうという取り組み。行
政も地域も学ぶことが多かったようです。

ＰＴＡ教育講演会６／ 23
～ネットでつなげる地域の輪～

今年から、納税者や国、地方自治体の利便性向上のため、
確定申告のデータを e-TAX で税務署に電子送信する「デ
ータ引継ぎ」が開始されました。中間市は「データ引継ぎ」
に積極的に取り組み、確定申告をした皆さんの協力もあっ
て、申告件数の約 8 割に相当するデータ引継ぎを行いまし
た。この実績が評価され、元

も と し げ

重泰
や す の り

範若松税務署長から福
田市長に感謝状が手渡されました。

福岡国税局から感謝状６／ 27
～電子申告の普及に中間市が尽力～

中間小学校と底井野小学校の５年生 55 人が、中間市認定農
業者の皆さんの協力で、田植え体験をしました。「田んぼの土
って意外と温かいんだ」「苗って１本ずつ植えるんじゃないん
だ」など、それぞれが新しい発見をしながら田植えを行いまし
た。手足を泥だらけにしながら丁寧に植えた苗は、ひと夏を
過ごした後、秋に収穫を迎えます。緑色の苗が次会うときに
は金色に輝いているといいですね。

中間小田植え体験６／ 26
～お米を作るのって大変だ～

月形町長来庁

「月形潔胸像」建立１周年を記念して、北海道月形町から
上
う え さ か

坂隆
りゅういち

一町長や前町長の櫻庭誠二さんらが中間市を訪問
しました。昨年月形町で、今年は中間市で新たな首長が
就任したばかり。世代交代を告げる訪問でもありました。
上坂町長は「月形潔は、囚人に思いやりを持って接すること
で開拓に成功した。お互いのまちでその心を継承し、心
の優しい子どもたちを育てていきましょう」と述べました。

６／ 19
～末永く友好関係を～

６／ 19

市長選挙で当選を果たした翌日、約 100 人の職員らが出迎え
る中、福田健次新市長が初登庁しました。花束を受け取った
福田市長は職員に対し、「中間市にはまだまだ眠っている財産
がたくさんあります。それらを掘り起こして、全力で中間市の
魅力を発信します。そのためにはぜひ皆さんの力をお貸しく
ださい」と市政への抱負を述べました。その後、公約実現に
向け、さっそく予算編成などに携わりました。

福田健次市長初登庁
～４年の福田市政が産声を上げる～

中間市にいながら世界とつながることができると毎年好評
の「世界そげなこと講座」。今年の第１回の講師は、ブラジ
ル出身の松本 エリダ マリアさん。サンバやサッカーのイメ
ージが強いブラジルですが、ブラジル国内でも広大な国土
によりその生活はまったく異なるそうです。都心部の生活
やアマゾン川流域での生活など、国内でも地域によってさ
まざま。その多様性に、参加者は驚きの連続の様子でした。

世界そげなこと講座６／ 14
～なかまとつながる世界のなかま～

吹奏楽で日米コラボ

アメリカコロラド州のベアークリーク高校の皆さんが希望が
丘高校を訪れ、吹奏楽を通じて交流しました。文化・音楽
の交流をしただけでなく、第 59 回筑豊吹奏楽祭に出場し、
両校による合同演奏も行いました。ベアークリーク高校の
学生は、「言語も文化も違うが、音楽を通した交流で理解
を深め、分かり合えるという自分たちのパワーに気付いた」
と話してくれました。

６／ 10
～音楽を通じた心の交流～

曲川清掃

日射しが降り注ぐ中、「曲川を自分たちの手できれいにしよ
う」と 20 団体・180 人を超える人たちが清掃活動に参加し
ました。切畑橋～鳴

な る お う じ

王子橋の間を約１時間掛けて清掃を
行った結果、２ｔトラック２台分ものごみが回収されました。
その中には、不法投棄された自転車やタイヤなども見られ
ました。ごみは必ず決められた場所に、決められた方法で
捨てましょう。

５／ 28
～きれいな川はきもちいい～
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ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文をとおして、
もう一度人権について考え
てみませんか。

福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
主
催

第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会　
優
秀
賞

「
戦
争
の
風
化
を
防
ぐ
た
め
」

　

八
月
五
日
の
平
和
学
習
。
そ
の

時
に
見
た
あ
る
ビ
デ
オ
に
私
は
衝

撃
を
受
け
た
。
私
は
今
ま
で
、
原

子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
目
的
の
こ

と
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
た
だ
『
戦
争
の
中
で
落

と
さ
れ
た
爆
弾
』
く
ら
い
の
認
識

し
か
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
今

回
の
平
和
学
習
を
通
し
て
目
的
を

知
っ
た
と
き
、
私
は
も
っ
と
戦
争
と

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
、
と
感
じ
た
。

　

小
学
生
の
と
き
に
原
子
爆
弾
が

広
島
や
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
こ
と
、

何
十
万
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た

こ
と
を
知
っ
た
。
中
学
生
に
な
っ
て

か
ら
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入

れ
ず
降
伏
し
な
か
っ
た
か
ら
落
と

し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
だ
か
ら
原
子

爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
こ
と
は
仕
方

な
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
平
和
学
習
を
通
し
て

知
っ
た
も
う
一
つ
の
目
的
に
私
は
と

て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。「
焼
き

場
に
立
つ
少
年
」
を
撮
っ
た
ジ
ョ

ー
・
オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い

て
詳
し
く
学
習
し
た
時
、
オ
ダ
ネ

ル
さ
ん
は
、
原
子
爆
弾
の
威
力
を

記
録
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
人

だ
と
初
め
て
知
っ
た
。
そ
の
時
点

で
、
私
は
疑
問
を
持
っ
た
。
ど
う
し

て
落
と
し
た
場
所
に
送
り
出
し
て

ま
で
、
デ
ー
タ
を
と
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
の
か
。
不
思
議
に
思
っ

て
い
る
と
、
オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
が
、
そ

の
時
の
心
情
を
語
っ
て
い
た
。
最
初

は
日
本
が
憎
か
っ
た
、
と
聞
い
て
複

雑
で
は
あ
っ
た
が
、
確
か
に
と
思
っ

た
。
け
れ
ど
原
子
爆
弾
を
落
と
し

た
こ
と
は
正
解
だ
、
と
聞
い
た
瞬

間
、
私
は
耳
を
疑
っ
た
。
落
と
さ

れ
て
当
た
り
前
だ
っ
た
と
か
、
ざ
ま

あ
み
ろ
だ
な
ん
て
、
ど
う
し
て
そ
う

思
え
る
の
か
と
怒
り
を
抱
く
ぐ
ら

い
、
言
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
一
度
に
何
十
万
人
も
の

命
を
奪
い
去
っ
た
原
子
力
爆
弾
を

正
当
化
す
る
な
ん
て
、
と
て
も
じ
ゃ

な
い
が
考
え
ら
れ
な
い
。
私
は
た
だ

た
だ
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

で
も
、
記
録
を
残
し
て
い
く
中

で
変
わ
っ
て
い
く
オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
を

見
て
、私
は
と
て
も
安
心
し
た
。「
焼

き
場
の
少
年
」
実
は
こ
の
写
真
な

ど
は
、
オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
が
規
則
を

破
っ
て
ま
で
し
て
撮
っ
た
写
真
だ
。

感
情
を
捨
て
ろ
、
と
言
わ
れ
て
い
て

も
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
と
オ
ダ
ネ
ル

さ
ん
が
言
っ
て
い
た
こ
と
が
、
今
で

も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
が
撮
る
写
真
の

多
く
は
子
ど
も
だ
っ
た
。
そ
の
中
で

も
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
箱
に

入
っ
た
子
ど
も
を
押
し
て
い
る
子
ど

も
の
写
真
だ
。
私
よ
り
も
幼
い
の

に
親
を
失
っ
た
の
か
、
三
人
し
か
写

っ
て
い
な
か
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て

い
る
。
写
真
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

は
な
い
。
き
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
が
家
や
家
族
を
失
っ
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
や
は
り
原
子
爆

弾
を
正
当
化
す
る
の
は
間
違
っ
て

い
る
、
と
一
層
強
く
思
っ
た
。
オ
ダ

ネ
ル
さ
ん
も
同
じ
で
、
原
子
爆
弾

の
威
力
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
「
本

当
に
落
と
す
こ
と
が
正
解
だ
っ
た
の

か
」
と
疑
問
に
思
う
の
だ
、
と
言
っ

た
。
私
は
そ
の
場
に
行
っ
て
確
か
め

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

市
内
か
ら
年
間
に
排
出
さ
れ
る

可
燃
ご
み
の
量
は
減
少
傾
向
で

す
。
ご
み
減
量
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
と
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、
１
人
あ
た
り
の

排
出
量
も
10
年
前
と
比
べ
て
年
間

約
30
㎏
減
少
し
ま
し
た（
平
成
28

年
度
実
績
）。
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
減
量
の
合
言
葉　

４
Ｒ

○Reduce

…
生
ご
み
の
水
切
り

や
詰
め
替
え
用
製
品
を
買
う
こ

と
で
、
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と

○Reuse

…
修
理
し
た
り
譲
っ
た

り
す
る
な
ど
し
て
、
も
の
を
長

く
繰
り
返
し
使
う
こ
と

○Recycle

…
分
別
し
て
再
資
源

化
し
、
製
品
と
し
て
再
利
用
す

る
こ
と

○Refuse

…
エ
コ
バ
ッ
グ
の
利

用
や
過
剰
包
装
を
避
け
る
な

ど
、
ご
み
を
持
ち
帰
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と

　

混
ぜ
れ
ば
ご
み　

分
け
れ
ば
資
源

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
原
則

一
般
ご
み
と
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
分
別
や
出
し
方
は「
分

別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
、
ご
み
出

し
の
日
は
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
も
の
は
、
専
用
の
回
収
ボ

ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、

食
品
ト
レ
イ
…
市
内
各
所
の
拠

点
回
収
ボ
ッ
ク
ス

○
古
着
…
市
役
所
本
館
、
中
央
公

民
館

○
使
用
済
乾
電
池
…
市
役
所
、
一

部
公
共
施
設
、
市
内
小
中
学
校

な
ど

○
小
型
家
電
…
市
役
所
本
館
、
中

央
公
民
館

○
廃
蛍
光
灯
…
環
境
保
全
課

○
水
銀
体
温
計
…
環
境
保
全
課

　

そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み

○
新
聞
紙
や
布
、
び
ん
・
か
ん
は
、

自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
資
源

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す

○
自
治
公
民
館
で
年
４
回
、
家
庭

用
廃
食
用
油
の
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
す

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
や
各
種

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
と

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

○
廃
棄
傘
を
再
利
用
し
て
作
成
し

た
エ
コ
バ
ッ
グ
を
無
料
配
布
し

ま
す（
10
月
１
日
～
）

平成29年度のもえるごみの搬入量は、対28年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

29 年度 28 年度 前年当月比 増減率

５月 1,039,710㎏ 989,200㎏ 50,510㎏ 5.1％

累計 1,898,320㎏ 1,937,040㎏ △ 38,720㎏ △ 2.0％

原爆を落とされた国と落
とした国…。それぞれの
国が経験したこと、感じ
たことを後世に伝え、そ
の恐ろしさを訴え続けな
ければいけない。

中間北中学校卒業
釘
く ぎ み や

宮 悠
ゆ う な

菜さん
や
っち

ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
詳
し
い
状

況
は
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
そ
の
光

景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
オ
ダ
ネ

ル
さ
ん
の
シ
ョ
ッ
ク
は
計
り
知
れ
な

い
だ
ろ
う
。

　

被
爆
し
た
人
の
記
録
を
と
る
た

め
に
治
療
し
て
い
る
所
を
訪
れ
た

時
、
一
人
の
被
爆
者
が
オ
ダ
ネ
ル
さ

ん
に
「
殺
し
て
く
れ
」
と
言
っ
た
。

オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
は
そ
の
時
、
無
言
で

そ
の
場
を
去
っ
た
が
、
夢
に
何
度
も

そ
の
人
が
出
て
き
て「
殺
し
て
く
れ
」

と
言
う
。
そ
の
度
に
と
て
も
辛
い

気
持
ち
に
な
り
、
と
て
も
苦
し
か
っ

た
と
語
っ
た
。
そ
し
て
オ
ダ
ネ
ル
さ

ん
は
帰
国
し
た
。

　

け
れ
ど
そ
の
時
私
は
疑
問
の
答

え
を
見
つ
け
る
。「
核
実
験
」
私
は

そ
の
言
葉
を
見
た
時
、
と
て
も
納

得
し
た
。
日
本
は
初
め
て
核
爆
弾

を
落
と
さ
れ
た
国
だ
。
い
く
ら
実

験
に
成
功
し
た
と
い
っ
て
も
、
本
当

の
威
力
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
か
ら
日
本
に
落
と
し
て
、
威
力

を
調
べ
た
。
そ
う
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
私
は
そ
の
時
、
強
い
怒

り
と
共
に
深
い
悲
し
み
を
感
じ
た
。

戦
争
は
こ
ん
な
に
も
曲
が
っ
た
考

え
方
を
、
人
々
に
与
え
て
し
ま
う
の

か
と
。
勝
利
す
る
た
め
に
、
こ
ん
な

冷
酷
な
や
り
方
を
さ
せ
て
し
ま
う

の
か
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
原
子
爆
弾
や
オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
の

体
験
し
た
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ

を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、
強

く
感
じ
た
。
今
、
日
本
は
七
十
年

以
上
も
戦
争
を
し
て
い
な
い
。
そ

れ
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
。で
は
な
ぜ
戦
争
を
し
な
い
の
か
。

そ
れ
は
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え
続
け
て
き
た

か
ら
だ
。
こ
れ
か
ら
戦
争
を
経
験

し
た
人
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
り
、

恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い
人
が
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
こ
の
学
習

を
通
し
て
、
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は

い
け
な
い
と
学
ん
だ
。
だ
か
ら
私
は

原
子
爆
弾
や
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
、

周
り
に
訴
え
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

私
達
が
暮
ら
し
て
い
る
今
で
も
、

戦
争
は
続
い
て
い
る
。
自
然
災
害
は

予
知
で
き
な
い
か
ら
、
対
策
を
練

っ
て
被
害
を
減
ら
す
こ
と
し
か
で
き

な
い
。
で
は
、戦
争
は
ど
う
だ
ろ
う
。

戦
争
は
私
達
人
間
が
意
図
的
に
起

こ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
戦
争
は

自
分
達
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

犠
牲
に
な
る
た
く
さ
ん
の
人
々
を
、

私
達
は
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

け
れ
ど
そ
れ
は
難
し
い
問
題
で
あ

り
、
私
達
で
は
手
の
つ
け
よ
う
が
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ら
ど
う
す

る
か
。
こ
れ
ま
で
作
り
上
げ
た
平

和
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
私
は
日
本
の
明
る
い

未
来
の
た
め
に
戦
争
の
恐
ろ
し
さ

を
訴
え
続
け
て
い
こ
う
と
思
う
。

■
事
例

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗

る
人
か
ら
電
話
が
あ
り
「
あ
な

た
の
個
人
情
報
が
漏
れ
て
、
通

信
販
売
業
者
な
ど
３
社
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。
名
義
を
変
更
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ

れ
、
名
義
を
貸
し
て
く
れ
る
と

い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
所
属
す
る

人
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

後
日
、
そ
の
人
か
ら
電
話
が

あ
り
、「
名
義
変
更
前
の
あ
な
た

の
名
前
で
、
震
災
関
連
の
除
染

機
械
を
１
、６
０
０
万
円
で
購
入

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
お

金
を
払
わ
な
い
と
、
あ
な
た
も

警
察
に
捕
ま
っ
て
し
ま
う
」
と

言
わ
れ
、
指
示
ど
お
り
に
500
万

円
を
小
包
で
送
っ
た
。
そ
の
後
、

心
配
で
電
話
を
か
け
た
が
つ
な

が
ら
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
的
機
関
を
か
た
り
、「
個
人
情

報
が
漏
れ
て
い
る
」
な
ど
と
話

し
、
最
終
的
に
お
金
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
が
「
個
人
情
報
が

漏
れ
て
い
る
」
な
ど
と
電
話
を

か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に

電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

お
金
を
渡
し
て
し
ま
う
と
取

り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

す
。
決
し
て
お
金
を
渡
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

電
話
に
出
る
と
切
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
留
守
番
電
話
機
能

を
利
用
し
て
、
か
か
っ
て
き
た

電
話
に
は
出
な
い
で
、
必
要
な

相
手
に
だ
け
電
話
を
か
け
直
す

方
法
も
有
効
で
す
。
同
様
の
電

話
を
受
け
た
際
に
は
、
お
金
を

渡
さ
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
☎
１
８
８

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

国民生活センターを
名乗るニセ電話

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部
を紹介します。
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なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
応募は広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

地域を撮りつづけて30年

　代表の大田さんは、祖父が大
正元年に戸畑で写真館を開業し、
その縁で写真業を中間市で1987
年から営んでおり、2000 年に現
在の場所に写真館を建てました。
以来、地域に根差した写真館とい
うスタイルは変わっていません。市
内の幼稚園、小中学校や高校とも
提携して子どもたちの成長を追っ
ています。今では、昔撮影した子
が親になって来店したり、赤ちゃん
のときに撮影した子が就職活動用
の写真を撮りに来たりすることも。
　デジタルカメラの普及により、写
真をプリントしない人がいますが、
大田さんはプリントして残すことを
お勧めしています。子どもの成長と
共にアルバムに少しずつ写真を追

加し、年月をかけて完成させてい
く魅力があるとのことです。
　最近は、終活として元気なうち
に自分の遺影を撮りたいと相談に
来る人も増えているようです。時代
によって写真の役割はさまざまで
すが、末永いお付き合いができる
写真館をこれからも続けていきた
いと話してくれました。

㈱フォトプランニング　オッジ

ＭＥＭＯ

〒809-0019　東中間1丁目5-1
☎093（245）6648
営業時間　10:00 ～ 19:00
定休日　スタジオは予約制です
　スタジオ撮影写真は、撮影代6000円+プリント代
です。詳しくは「http://www.photo-oggi.com（中
間の写真館）」で検索してください。
　日々の撮影風景などはインスタグラムで「アカウン
ト→photo_oggi」で見ることができます。

注
目
の
本

特
集
展
示

「
夏
を
楽
し
も
う
！
」

　
夏
真
っ
盛
り
の
７
月
。
夏
に
ぴ

っ
た
り
の
料
理
本
、
読
ん
で
涼
し

く
な
る
怖
い
話
な
ど
夏
の
風
物

詩
に
関
す
る
本
を
特
集
し
ま
す
。

夏
休
み
子
ど
も
図
書
館
ま
つ
り

　

夏
休
み
特
別
お
は
な
し
会

●
日

時　

７
月
29
日
土
・

13
時
30
分
～
14
時

　

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
チ
チ
ロ
」

　

に
よ
る
人
形
劇

●
日

時　

７
月
29
日
土
・

14
時
～
15
時

　

夏
休
み
工
作
教
室
「
立
体
ア
ー

　

ト
で
ち
ょ
き
ん
箱
を
作
ろ
う
」

●
日

時　

７
月
30
日
日
・

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
定

員　
25
人

　

夏
休
み
一
日
図
書
館
員

　

本
の
返
却
・
貸
出
な
ど
図
書

館
で
の
仕
事
を
体
験
で
き
ま
す
。

●
日

時　

７
月
27
日
木
・

①
10
時
～
正
午
②
14
時
～
16
時

●
対

象　
市
内
在
住
の
小

学
５・６
年
生

●
定

員　
各
４
人
・
先
着
順

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
役
立
て

　

よ
う
！
「
調
べ
る
学
習
教
室
」

●
日

時　

８
月
６
日
日
・

20
日
日
・
14
時
～
16
時

※
２
回
の
参
加
で
研
究
が
完
了

し
ま
す
。

●
対

象　
小
学
生
・
中
学

生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

●
定

員　
20
人

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
市
民
図
書
館

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　７月10日月、18日火、
24日月、26日水、31日月、８月７日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

球道恋々
（一般書）

木内 昇・著

明治39年春。母校の野球部か
ら突然コーチの依頼が舞い込
んだ銀平。後輩を指導するうち
に野球熱が再燃し草野球チー
ムに所属する。そこへ降ってき
た大新聞の野球害毒論運動。

お化けのおもてなし

お化け屋敷に、座敷わらしと袖
ひき小僧が遊びに来ることに。
大喜びのお化けたちは、全国の
仲間に協力してもらい、ごちそ
うの準備を始めます。おもてな
しの心が伝わるおはなし。

川端 誠　作

（児童書）

②　 豚肉を食べやすい大きさに切る。さやいんげんは筋取りをし、さっとゆでる。

①　 カボチャの種とワタを取り除き、大きめの一口大に切る。
作り方

カボチャ…200g
豚肉…100g
さやいんげん…適量
だし汁…200ml
Ａ…（酒…大さじ１、みりん…大さじ２、
しょうゆ…小さじ２、砂糖…小さじ２）

材料（２人分） （１人分）
エネルギー：201㎉
食塩：1.0g

中間市食生活改善推進会の監修
により、体に優しいレシピを紹
介しています。

今月のレシピ

カボチャと　　
　　豚肉の煮物

Nakama's
キッチン

③　 鍋に①とだし汁を入れて火にかけ、煮立ったら豚肉を加え、中火にしてアクを
取る。再び煮立ったらＡを入れ、落としぶたをして汁気がなくなるまで煮る。

④　器に盛り付け、さやいんげんを添える。

中
間
短
歌
会
選

短 

歌

谷
風
や
み
ど
り
十
色
の
小
石
原

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

尾
　
仲
　
美
智
子

藍
色
の
薩
摩
切
子
に
盛
る
い
ち
ご

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	
八
　
汐
　
律
　
子

葉
桜
や
阿
修
羅
は
愁
ひ
解
け
ざ
り
き

　
　
　
太
賀
四
丁
目	

隈
　
井
　
景
　
子

方
丈
へ
つ
づ
く
竹
垣
著し

ゃ

が莪
の
花

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

高
　
橋
　
佳
與
詩

逆
さ
ま
に
傘
掛
け
守
る
燕
の
子

　
　
　
扇
ヶ
浦
四
丁
目	

是
　
松
　
喜
美
江

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 
句

野
菜
等
手
間
ひ
ま
か
け
た
分
う
ま
い

　
　
　
中
間
三
丁
目	

宮
　
川
　
佳
　
子

掴
も
う
と
す
れ
ば
す
る
程
逃
げ
る
夢

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

三
ヶ
島
　
浩
　
之

初
恋
が
芽
生
え
て
孫
は
美
し
く

　
　
　
中
間
三
丁
目	

仰
　
木
　
孝
　
子

あ
ち
こ
ち
に
首
を
突
っ
込
み
枯
れ
知
ら
ず

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

考
え
が
浅
く
つ
い
つ
い
口
滑
る

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

成
　
重
　
広
　
志

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
鯉
の
ぼ
り
五
月
の
空
に
ひ
る
が
え
る
矢
車
の
音
響
き
軽
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

楠
の
緑
か
が
や
く
早
朝
に
麦
秋
近
き
筑
紫
路
を
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

朝
食
の
段
取
り
す
ま
せ
明
り
消
す
せ
め
て
明
日
は
い
い
日
に
な
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

凹
凸
の
多
き
歩
道
の
こ
の
街
に
慣
れ
る
こ
と
な
く
住
み
て
幾
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

母
の
日
に
娘
二
人
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ケ
ー
キ
ず
く
め
の
幸
せ
太
り
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子

17 Nakama City Public Relations



19 Nakama City Public Relations 18広報なかま 7月 10日号

熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
な
環
境
に
い
る
と
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な

く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
屋
外
で
運
動
や
作
業
を

し
て
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
室
内

で
何
も
し
て
い
な
い
と
き
で
も
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
は
、
体

温
調
節
の
機
能
が
低
い
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
心
臓
・
腎

臓
の
病
気
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
神

経
の
病
気
な
ど
が
あ
る
人
は
体
温
や

水
分
の
調
節
機
能
が
低
下
し
て
い
る

た
め
、
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

症
状

　
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
め
ま
い
・

立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し
び
れ
・

筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、
頭
痛
・
吐

き
気
・
嘔
吐
、
意
識
消
失
・
け
い

れ
ん
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
症
状

が
重
く
な
る
と
救
急
車
で
運
ば
れ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
６
～
９

月
に
は
熱
中
症
に
よ
り
全
国
で
579

人
も
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
に
な
っ
た
ら

　

ま
ず
日
陰
や
涼
し
い
屋
内
な
ど

に
移
動
し
、
衣
服
を
脱
が
せ
て
体

に
水
を
か
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
氷

の
う
や
冷
た
い
缶
・
び
ん
な
ど
を
、

脇
の
下
・
太
も
も
の
付
け
根
・
首

な
ど
に
当
て
て
、
体
を
冷
や
し
て

く
だ
さ
い
。
意
識
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
と
き
は
、
経
口
補
水
液
や
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
十
分
な

量
の
水
分
・
塩
分
を
取
ら
せ
ま
し

ょ
う
。

　

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
た

り
吐
い
た
り
し
て
、
口
か
ら
水
分

が
取
れ
な
い
と
き
は
、
点
滴
な
ど

の
治
療
が
必
要
で
す
。
す
ぐ
に
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防

　

日
常
生
活
で
は
、
暑
さ
を
避
け

る
こ
と
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

行
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
風
通
し

を
良
く
し
た
り
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や

す
だ
れ
を
使
用
し
た
り
、
打
ち
水

を
し
た
り
し
て
室
温
が
上
が
ら
な

い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

我
慢
せ
ず
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
温
を
下
げ
る
た
め
に
し
っ
か

り
と
汗
を
か
く
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。
軽
い
脱
水
の
と
き
に
は
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
い
た
め
、
の

ど
が
渇
く
前
あ
る
い
は
暑
い
場
所

に
出
る
前
か
ら
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。
職
場
で
は
、
水
分
・
塩

分
を
定
期
的
に
摂
取
し
、
直
射
日

光
の
当
た
ら
な
い
涼
し
い
休
憩
所

で
休
み
を
と
り
、
通
気
性
の
良
い

服
装
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
不
足
や
風
邪
な
ど
の
体
調
不

良
、
前
日
の
飲
酒
、
朝
食
を
食
べ

て
い
な
い
、
な
ど
は
熱
中
症
の
発
症

に
影
響
す
る
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
の

健
康
管
理
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
、
暑

い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

今月のテーマ

熱中症

中間市立病院内科
宮崎 恵 医師

医
療
講
座●問合先　市立病院

　☎（２４５）０９８１

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。

第
118
回

年
金
の
資
格
期
間
が

変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
国
民
年
金
の
保

険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し

た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、

法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
29
年

８
月
１
日
か
ら
は
、
資
格
期
間

が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

資
格
期
間
が
10
年
以
上
25
年

未
満
で
、
各
支
給
要
件
に
当
て

は
ま
る
人
に
は
、
基
礎
年
金
番

号
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を

印
字
し
た
年
金
請
求
書（
短
縮

用
）と
年
金
の
請
求
手
続
き
の
案

内
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す（
す
で
に
送
付
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

　

請
求
手
続
き
は
平
成
29
年
８

月
１
日
以
前
で
も
可
能
で
す
。

年
金
請
求
書（
短
縮
用
）が
届
い

た
ら
、
年
金
事
務
所
な
ど
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
全
て
の
加
入
期
間
が

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
期

間
の
人
は
、
市
民
課
年
金
係
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
期
間
が
国
民
年
金
の
み

の
人
や
、
厚
生
年
金
保
険
・
共

済
組
合
な
ど
の
期
間
が
12
月
に

満
た
な
い
人
で
生
年
月
日
が
昭

和
27
年
８
月
２
日
以
降
の
人

は
、
年
金
請
求
書（
短
縮
用
）は

送
付
さ
れ
ず
、
年
金
請
求
書（
事

前
送
付
用
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。

７
月
は
障
害
基
礎
年
金
の

現
況
届
提
出
月
で
す

　

現
況
届
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
引
き
続
き
受
け
取
る
権
利
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
届
け
出
で
す
。

　

７
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者

で
、
所
得
の
確
認
が
必
要
な
人

に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
７
月
28
日
金
ま

で
に
市
民
課
年
金
係
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提
出
も

可
能
で
す
。
診
断
書
付
き
の
現

況
届
が
届
い
た
人
は
、
医
師
に

診
断
書
を
記
入
し
て
も
ら
い
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に

提
出
し
な
い
と
、
障
害
基
礎
年

金
の
支
払
い
が
一
時
保
留
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

国
民
健
康
保
険
証
が

変
わ
り
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
る

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
、

７
月
下
旬
に
自
宅
に
郵
送
し
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
の
色
は
桃

色
で
す
。
も
し
届
か
な
い
と
き
は

健
康
増
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
以
降
に
病
院
に
か

か
る
と
き
に
は
、
新
し
い
保
険
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

７
月
末
ま
で
は
現
在
使
っ
て
い
る

保
険
証
が
必
要
で
す
。
７
月
末

ま
で
処
分
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
と
一

緒
に
健
康
増
進
課
、
東
部
・
西

部
出
張
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

記載に従って、切り離して使
用してください。

■一般保険証

70 歳以上の国民健康保険の人は、高齢受
給者証との一体型のカードになります。

が
ん
検
診
受
け
て
い
ま
す
か

「
私
は
が
ん
に
な
ら
な
い
」と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か

　

今
は
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
に

な
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡

く
な
る
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
間
市
で
も
市
民
の
約
３
割
が
、

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
女
性
に
比
べ
て
男
性
が
が
ん
で

亡
く
な
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

が
ん
死
亡
リ
ス
ク
で
は
、
40
歳

ま
で
は
女
性
が
高
く
、
50
歳
以
上

で
は
男
性
の
ほ
う
が
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
中
間
市
内
の
死

因
の
割
合
を
見
る
と
、
男
女
と
も

年
を
重
ね
る
と
と
も
に
が
ん
の
割

合
が
上
昇
し
、
60
歳
～
74
歳
で
は

33
人
、
75
歳
以
上
で
は
67
人
が
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
に
罹り

か
ん患
し
た
部
位

は
、
男
性
で
は
「
胃
、
大
腸
、
肺
」、

女
性
で
は
「
乳
房
、
大
腸
、
胃
」

が
上
位
を
占
め
ま
す
。
乳
が
ん
で

は
特
に
50
～
60
歳
代
前
半
の
増
加

が
目
立
ち
ま
す
。

症
状
が
出
て
か
ら
医
療
機
関
に

行
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
「
自
分
は
痛
く
な
い
か
ら
大
丈
夫

だ
ろ
う
」
と
、
が
ん
検
診
を
受
診

し
な
い
人
が
い
ま
す
。
が
ん
の
初
期

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
症
状
が
な
い

た
め
、
気
付
い
た
こ
ろ
に
は
手
遅
れ

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
す
れ
ば
、
命
を
落
と

す
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

も
っ
と
早
く
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば

良
か
っ
た
と
後
悔
し
な
い
た
め
に

　

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
検
診
会

場
で
受
診
す
る
集
団
検
診
は
、
受

診
項
目
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お

よ
そ
半
日
で
複
数
の
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
約
10
人
に
１
人
し
か

利
用
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

胃
が
ん
検
診
が
最
も
受
診
率
が
低

く
、
特
に
男
性
は
ほ
と
ん
ど
受
診

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
か
ら
胃
が
ん
に
な
る
リ

ス
ク
を
調
べ
る
検
査
も
始
ま
り
ま

し
た
。
医
療
機
関
で
個
別
受
診
す

る
場
合
は
胃
内
視
鏡
検
査
も
可
能

で
す
。
職
場
で
が
ん
検
診
な
ど
が

実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
を

優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
で
な
い
人
は
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
、
住
民
検
診
と
し
て
市

が
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
を
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

８月の子育てカレンダー
４日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
７日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30

８日火
離乳食教室 受付9:30 ～ 10:00
わんぱく広場 10:00 ～ 11:30

９日水 7か月・8か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
17日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
24日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

死亡者数
549 人

がん

10.7％
肺炎

心疾患
10.6％

脳血管
疾患
7.8％

その他
42.3％

28.6％

平成 26年度　中間市死因割合

■保険証兼高齢受給者証

■保険証の表紙
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夏
休
み
わ
く
わ
く
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
技
術
や
知
識
を
持

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
指
導
し
て

く
れ
ま
す
。

　

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

　
飛
び
出
す
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

●
日

時　
7
月
27
日
木
・
10

時
～
正
午

●
材
料
費　
100
円

●
定

員　
20
人
・
先
着
順

●
対

象　
小
学
生

●
持
ち
物　
は
さ
み
、
の
り
、

　
定
規

　

竹
で
工
作
し
よ
う

　

竹
を
使
っ
て
、
貯
金
箱
や
自
由

工
作
を
し
ま
す
。

●
日

時　
８
月
２
日
水
・
10

時
～
正
午

●
材
料
費　
100
円

●
定

員　
20
人
・
先
着
順

●
対

象　
小
学
４
年
生
以
上

●
持
ち
物　
軍
手
、
汚
れ
て
も

い
い
服
装

　

ビ
ー
ズ
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う

　

キ
ラ
キ
ラ
ビ
ー
ズ
で
カ
エ
ル
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

●
日

時　
８
月
４
日
金
・
10

時
～
正
午

●
材
料
費　
100
円

●
定

員　
10
人
・
先
着
順

●
対

象　
小
学
生

●
持
ち
物　
は
さ
み

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

窓
口（
日
曜
・
月
曜
日
は
休
館
）

※
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

人
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
と
学
年
、
参
加
希
望
講
座

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
の
決
定
は
電
話
で
連
絡

し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
〒
809
‐
０
０
１
８

通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

　
☎（
２
４
６
）２
１
８
４

　
℻（
２
４
４
）１
２
３
２

献
血
に
ご
協
力
を

●
日

時　
７
月
20
日
木
・
13

時
30
分
～
16
時

●
場

所　
新
中
間
病
院

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

一
日
父
親
事
業

　
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
母
子・

父
子
家
庭
な
ど
の
児
童
の
た
め
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
に
行
き
ま
す
。

●
集
合
日
時　
７
月
27
日
木
・
８

時
40
分（
15
時
30
分
ご
ろ
帰
着
）

●
集
合
場
所　
市
民
図
書
館
前

●
対

象　
小
学
生
・
中
学
生

●
参
加
料

○
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
…
無
料

○
非
会
員
…
１
、０
０
０
円

●
申
込
締
切　
７
月
18
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
市
役
所
売
店

　
☎（
２
４
４
）１
１
１
１

お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　
受
講
申
請
書
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
対

象　
危
険
物
取
扱
者
免

状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

現
に
危
険
物
製
造
所
な
ど
で
危

険
物
の
取
り
扱
い
作
業
に
従
事

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
人

〇
継
続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
…
前
回
の
講

習
を
受
け
た
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内

〇
新
た
に
ま
た
は
再
び
従
事
す
る

人
…
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
か
ら
１
年
以
内（
過
去
２
年

以
内
に
免
状
の
交
付
ま
た
は
講

習
を
受
け
て
い
る
人
は
、
免
状

の
交
付
ま
た
は
受
講
し
た
日
以

後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日

か
ら
３
年
以
内
に
受
講
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
）

●
場

所　
北
九
州
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
東
港
一

丁
目
２
‐
５
）

※
そ
の
ほ
か
、
福
岡
・
飯
塚
な
ど

６
会
場
で
行
い
ま
す
。

●
講
習
期
間　
８
月
31
日
木
～
９

月
８
日
金

※
会
場
に
よ
り
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

〇
開
催
地
…
８
月
28
日
月

〇
郵
送
…
７
月
３
日
月
～
８
月
10

日
木
・
消
印
有
効

●
問
合
先　
県
危
険
物
安
全
協
会

　
☎
０
９
２（
２
７
３
）１
１
５
０

中
鶴
市
営
駐
車
場
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
中
鶴
地
区
住
環
境
整
備
事
業
に

よ
り
、
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
が

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
９

月
30
日
土
か
ら
、
敷
地
内
の
駐
車

場
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
営
大
根
土
駐
車
場
、
市
営
昭

和
町
駐
車
場
は
、
現
在
駐
車
枠
に

若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。
利
用

希
望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　
都
市
整
備
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
１

女
性
の
健
康
相
談
・

不
妊
相
談

　

専
門
相
談
員（
看
護
師
）が
、
不

妊
や
更
年
期
に
関
す
る
こ
と
な
ど

で
不
安
や
悩
み
が
あ
る
人
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
で
す
。

●
日

時　
毎
月
第
３
金
曜
日・

13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
申
込
方
法　
２
日
前
ま
で
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

●
場
所
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
７
）４
０
７
０

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

　
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
10
月
26
日
木
・
10

時
～

●
場

所　
吉
塚
合
同
庁
舎（
福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
‐
50
）

●
配
布
期
間　
９
月
８
日
金
ま
で

●
配
布
場
所
・
問
合
先　
県
義
務

教
育
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
０
９

熱
中
症
予
防
強
化
月
間

　

熱
中
症
は
、
急
に
暑
く
な
っ
た

日
や
梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
い
日
な

ど
に
も
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。

○
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
こ
ま

め
に
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う

○
帽
子
、
日
傘
や
日
陰
で
暑
さ
を

避
け
、
通
気
性
の
よ
い
服
装
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

○
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、
適

度
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う

○
天
気
の
よ
い
日
は
、
日
中
の
外
出

を
で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う

○
休
憩
場
所
に
公
共
施
設
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

募
集

な
か
ま
創
業
ス
ク
ー
ル

　
手
続
き
の
方
法
や
資
金
調
達
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

す
る
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。
経
営

理
念
や
財
務
会
計
、
販
路
開
拓
な

ど
の
基
礎
知
識
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
策
定
ま
で
、
体
系
的
に

知
識
を
習
得
し
ま
す
。

　
受
講
修
了
者
は
「
中
間
市
新
規

起
業
者
支
援
補
助
金
」
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日

時　

９
月
28
日
木（
初

回
）・
18
時
30
分
～
21
時
30
分

※
全
10
回
で
す
。

●
受
講
料　
１
０
、８
０
０
円

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
商
工

会
議
所

　
☎（
２
４
５
）１
０
８
１

第
57
回

中
間
市
長
杯
軟
式
野
球
大
会

●
期

日　
９
月
３
日
日
、
10

日
日
・
８
時
30
分
～

※
予
備
日
は
、９
月
17
日
日
で
す
。

●
場

所　
仰
木
彬
記
念
球
場

●
参
加
資
格　
次
の
す
べ
て
の
要

件
に
当
て
は
ま
る
こ
と

〇
統
一
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し

て
出
場
で
き
る
こ
と

〇
監
督
を
含
め
20
人
以
内
の
チ
ー

ム
編
成
で
あ
る
こ
と

※
中
学
生
か
ら
出
場
可
能
で
す
。

●
定

員　
12
チ
ー
ム
・
先
着
順

●
参
加
料　
３
、０
０
０
円
・

　
１
チ
ー
ム

●
申
込
締
切　
８
月
19
日
土

●
代
表
者
会
議

〇
日
時
…
８
月
24
日
木
・
18
時
30

分
～

〇
場
所
…
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
も
可
）

●
申
込
・
問
合
先　
体
育
協
会

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

　
℻（
２
４
６
）２
８
０
０

県
民
体
育
大
会

「
陸
上
競
技
」
選
手
募
集

　

参
加
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
９
月
24
日
日

●
場

所　
豊
津
運
動
公
園
豊

津
陸
上
競
技
場（
み
や
こ
町
国

分
１
２
０
５
番
地
）

●
申
込
締
切　
７
月
27
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
体
育
協
会

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

リ
ン
パ
ヨ
ガ
教
室

　

応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選
し
、

当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

●
期

間　
８
月
～
11
月
の
金

曜
日（
月
３
回
）

●
時

間　
14
時
～
15
時

●
定

員　
６
人

●
申
込
締
切　
７
月
21
日
金

●
申
込
方
法　
ハ
ガ
キ

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、「
ヨ
ガ
教
室
」
希
望
と
書
い

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
809
‐
０
０
１
１　

岩
瀬
一

丁
目
17
‐
１
）

　
☎（
２
４
５
）３
２
２
２

イ
ベ
ン
ト

親
子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

の
ほ
か
は
申
込
不
要
で
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は　
未
経
験
者

を
優
先
し
ま
す
。

　

楽
し
い
お
話
し
会

　
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ど
ん
ぶ

ら
こ
」
に
よ
る
手
遊
び
、
指
人
形

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
７
月
21
日
金
・
11

時
～
11
時
50
分

●
対
象
者　
２
歳
以
上
の
子
ど

も
と
保
護
者

●
定

員　
20
組
程
度

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

　
子
ど
も
に
優
し
く
語
り
か
け
な

が
ら
、
オ
イ
ル
を
使
っ
て
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
し
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
７
月
26
日
水
・
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
対
象
者　
３
～
８
か
月
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

●
定

員　
10
組
程
度

●
申
込
締
切　
７
月
25
日
火

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
バ
ス
タ

オ
ル
、
着
替
え

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
身
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
８
月
10
日
木
・
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者　
１
歳
６
か
月
～
４

歳
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
定

員　
20
組
程
度

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
運
動
が

で
き
る
服（
ジ
ー
ン
ズ
、
ボ
タ

ン
の
あ
る
服
は
不
可
）と
靴
、

バ
ス
タ
オ
ル

　

い
ず
れ
も

●
参
加
料　
無
料

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

福
岡
共
同
公
文
書
館
で

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

　

福
岡
の
広
報
紙
展　
　
　
　
　

　

～
伝
え
た
い
！
知
っ
て
ほ
し
い
！

　
　

行
政
の
取
組
み
～

　
地
域
性
豊
か
な
広
報
紙
を
展
示

し
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
受

賞
広
報
紙
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
熊
本
地
震
を
取
材
し

た
新
聞
記
者
に
よ
る
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

●
期

間　
７
月
19
日
水
～
９

月
24
日
日

●
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

●
講
演
会　
７
月
30
日
日
・
14

時
～
15
時
30
分

〇
テ
ー
マ
…
市
町
村
広
報
紙
に
求

め
ら
れ
る
も
の
～
災
害
報
道
の

経
験
か
ら
～

●
休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日

※
９
月
19
日
火
は
休
館
で
す
。

　

夏
休
み
親
子
で
作
る　
　
　
　

　

和
綴
じ
メ
モ
帳

　

伝
統
的
な
和
本
の
綴
じ
方
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

和
綴
じ
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、

実
際
に
親
子
で
和
綴
じ
メ
モ
帳
を

作
り
ま
す
。

●
日

時　
７
月
29
日
土
・
13

時
～
16
時（
12
時
30
分
集
合
）

●
対

象　
小
学
４
年
生
～
中

学
３
年
生
と
保
護
者

●
定

員　
20
組

※
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、
抽

選
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　
７
月
16
日
日
・
必
着

　
い
ず
れ
も

●
参
加
料　
無
料

●
場
所
・
問
合
先　
福
岡
共
同
公

文
書
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
一

丁
目
３
‐
１
）

　
☎
０
９
２（
９
１
９
）６
１
６
６
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市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

５月 累計
建 物 ０件 ２件
林 野 ０件 ０件
車 両 ０件 ０件
その他 ０件 １件
件 数 ０件 ３件

■火災発生件数■

■人の動き■
平成 29 年５月末現在（前月比）

○人 口…42,769 人（ー３）
○ 男 …19,890 人（ー 16）
○ 女 …22,879 人（＋ 13）
○世帯数…20,606 世帯（＋ 12）

４月 累計
件 数 24 件 97 件
死 者   0 人   0 人
負傷者 34 人 137 人

■交通事故発生件数■
平成 29 年４月末現在

お姉ちゃん大好きな航成。歩けるようになっ
て、いつもお姉ちゃんと遊んでます。ブーム
はみんな大好きアンパンマン。もうすぐお兄
ちゃんだね。素敵なお兄ちゃんになってね。

わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、メールで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メッセ

ージ（50 ～ 70 字）
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

H28.3.9 生　（七重町）
水
み ず の

野 航
こうせい

成ちゃん

弟思いでいつもお手伝いをしてくれる優
しいお姉ちゃん。最近ではお料理のお手
伝いも。いつもありがとう、どんなすみ
れも大好きだよ。

H26.1.28 生　（七重町）
水
み ず の

野 すみれちゃん

わが家の

すこやか
ちゃん

み
ん
な
集
合

無
料
で
学
べ
る
介
護

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
介
護
講
座

で
す
。
受
け
付
け
は
先
着
順
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
介
護
ス
ポ
ツ
ト
講
座

〇
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ヨ
ガ
…
７
月
12

日
水
・
10
時
～
正
午

〇
元
気
に
な
れ
る
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

…
７
月
13
日
木
・
10
時
～
正
午

※
こ
の
ほ
か
に
も
異
な
る
テ
ー
マ

で
３
回
行
い
ま
す
。

●
介
護
実
践
コ
ー
ス

〇
安
全
な
食
事
介
助
と
高
齢
者
の

病
気
と
対
応
…
７
月
19
日
水
・

10
時
～
15
時
30
分

●
介
護
予
防
時
間

〇
歯
を
知
っ
て
ロ
の
中
を
ケ
ア
し

よ
う
…
７
月
１
日
土

〇
高
齢
者
の
食
事
に
つ
い
て
…
７

月
29
日
土

※
す
べ
て
13
時
30
分
～
15
時
30
分
。

●
場
所
・
問
合
先　
福
岡
県
地
域

介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー
（
通

谷
一
丁
目
36
‐
3
）

　
☎（
２
４
４
）４
７
４
７

親
子
で
あ
そ
ぼ
う

真
夏
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　

セ
ミ
の
鳴
き
声
が
降
っ
て
く
る

真
夏
の
垣
生
公
園
で
、
親
子
で
さ

ま
ざ
ま
な
遊
び
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
７
月
30
日
日
・
９

時
30
分
～
正
午

●
集
合
場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
５
歳
以
上
の
子
ど

も
と
保
護
者

●
定

員　
10
家
族
30
人
程
度

●
参
加
料　
１
人
200
円

●
申
込
締
切　
７
月
21
日
金
・
先

着
順

●
申
込
先　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
１
８
４

※
日
曜
・
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●
問
合
先　
猿
渡
携
帯

　
☎
０
９
０（
５
２
８
５
）２
６
３
０

く
ら
し
の
お
悩
み

無
料
相
談
会

　
相
続
、遺
言
、成
年
後
見
、葬
儀・

墓
の
問
題
な
ど
、
く
ら
し
の
悩
み

を
対
象
と
し
た
無
料
の
相
談
会
で

す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

●
日

時　
７
月
23
日
日
・
13

時
～
16
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
モ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
か
ま

　
☎（
７
０
１
）４
０
９
９

北
九
州
―
沖
縄
線

新
規
就
航

　

今
年
の
夏
季
限
定
で
、
北
九
州

空
港
に
那
覇
線
が
５
年
ぶ
り
に
就

航
し
ま
す
。

●
運
航
路
線　
北
九
州
―
那
覇

※
１
日
１
往
復
で
す
。

●
運
航
期
間　
７
月
４
日
火
～
10

月
10
日
火

●
運
航
会
社　
株
式
会
社
ス
タ
ー

フ
ラ
イ
ヤ
ー

●
問
合
先　
予
約
・
案
内
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
５
７
０（
０
７
）３
２
０
０

〇
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
…

　
☎（
５
１
２
）７
３
２
０

関
門
交
流

わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ

　

他
県
の
子
ど
も
と
一
緒
に
、
野

外
炊
飯
や
磯
遊
び
、
テ
ン
ト
泊
な

ど
の
野
外
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
８
月
22
日
火
～
25

日
金（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

※
最
終
日
は
15
時
解
散
予
定
で
す
。

●
場

所　
も
じ
少
年
自
然
の

家
・
深
坂
自
然
の
森

●
対

象　
小
学
４
～
６
年
生

●
定

員　
20
人

●
参
加
料　
９
、８
０
０
円

●
申
込
方
法　
ハ
ガ
キ

※
事
業
名
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、

住
所
、
年
齢
、
学
年
、
性
別
、
電

話
番
号
、
保
護
者
氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
７
月
18
日
火
・
必
着

※
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
し

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
北
九
州
市
立

も
じ
少
年
自
然
の
家（
〒
801
‐

０
８
１
２　

門
司
区
大
字
喜
多

久
784
‐
１
）

　
☎（
３
４
１
）１
１
２
８

裁
判
所
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
裁

判
傍
聴
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　

８
月
１
日
火
・
13

時
10
分
～
15
時
10
分

●
定

員　
先
着
50
人

※
参
加
無
料
で
す
。

●
申
込
方
法　
電
話
、
窓
口

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
地
方
裁

判
所
小
倉
支
部（
小
倉
北
区
金
田

一
丁
目
４
‐
１
）

　
☎（
５
６
１
）３
４
３
１

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

出
張
相
談
会

　

就
業
支
援
、
養
育
費
な
ど
の
出

張
相
談
を
行
い
ま
す（
予
約
優
先
）。

●
日

時　
8
月
30
日
水
・
10

時
～
15
時

●
場

所　
市
役
所
本
館
３
階

第
２
会
議
室

●
予
約
・
問
合
先　
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
８（
２
１
）０
３
９
０

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

有
料
広
告
欄

６
月
18
日
日
に
、
市
長
と
市
議
会
議

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
市
長
は
さ
っ
そ

く
翌
日
か
ら
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
議

会
議
員
は
い
つ
か
ら
新
し
く
選
出
さ
れ

た
人
た
ち
に
代
わ
る
ん
で
す
か
。

今
回
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
市
議
会

議
員
の
任
期
は
、７
月
14
日
金
か
ら
で
す
。

　

本
来
、
中
間
市
長
選
挙
・
中
間
市
議

会
議
員
選
挙
は
７
月
９
日
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
前
市
長
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
６
月
18
日
日
に

前
倒
し
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
の
市
議
会
議
員
の
任
期
が
、
７
月
13

日
木
ま
で
の
た
め
、
そ
の
翌
日
か
ら
の
４

年
間
が
新
し
く
市
議
会
議
員
に
な
ら
れ

る
方
の
任
期
と
な
り
ま
す
。

教
え
て
職
員
さ
ん

議会事務局の池田です。
議会のことは、理解しに
くいことが多いと思いま
すので、疑問があれば
お問い合わせください。

私がお答えします
Ａ
．

Ｑ
．
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有
料
広
告
欄

■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
29

年
７

月
号

N
o.1020

忘れないで、今月の納付・納税

●国民健康保険税（２期）
●固定資産税（２期）
●介護保険料（４期）
●後期高齢者医療保険料（１期）

有
料
広
告
欄

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

33円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中間市長に就任しました福田健次で
す。これから４年間、市民の皆さんと
明るく元気な笑顔のまちづくりを行っ
てまいりますので、よろしくお願い申
しあげます。公約の１つとして「観光イ
ベントの創出」を掲げる私ですが、こ
の号が発行されるころにはすでに１つ
イベントを開催しているはずです。７
月７日が晴れていれば…。七夕の夕暮
れに遠賀川河川敷に集まって、みんな
で乾杯する企画です。これからも、皆
さんと笑顔を共有できるイベントを行
っていきます。全力発信の中間市で
は、随時情報を提供していきますので、
市のホームページや
Facebook にご注
目ください。

市長のあしあと

編集後記

■ 点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　企画政策課広報広聴係
　☎（２４６）６２７１

日 曜 ８　　月　　の　　行　　事　　予　　定
１ 火
２ 水 ○夏休み子ども料理教室Ａ②　中央公民館　（9:30 ～ 12:30）

３ 木 ○ヒロシマ・ナガサキ原爆パネル展（6日まで）　なかまハーモニーホール　（9:00 ～ 21:00）
○夏休み子ども料理教室Ｂ②　中央公民館　（9:30 ～ 12:30）

４ 金 ○中間市働く婦人の家運営委員会　働く婦人の家　（14:00 ～）

５ 土
○夏休み親子陶芸教室③　中央公民館　（9:30 ～ 11:30）
○おはなし会（図書館員）　市民図書館　（11:00 ～）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）

６ 日 ○「調べる学習教室」（基礎編）　市民図書館　（14:00 ～ 16:00）
７ 月
８ 火 ○夏休み子ども探検隊②　館外　（12:00 ～ 17:00）

９ 水
○夏休み子ども料理教室Ａ③　中央公民館　（9:30 ～ 12:30）
○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 15:00）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

10 木

○夏休み子ども料理教室Ｂ③　中央公民館　（9:30 ～ 12:30）
○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（8/8までに要予約）　人権センター　（10:00 ～ 12:00）
○親子エアロビクス　なかまハーモニーホール　（10:30 ～ 11:30）
○9月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）

11 金
12 土 ○ナカマラボ（夏の食べ物）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
13 日 環境美化の日
14 月 ○交通共済一括申込受付（9/30まで）　安全安心まちづくり課・各出張所　（8:30 ～ 17:15）
15 火 ○第35回筑前中間川まつり「灯籠流し」　市役所前河川敷　（受付16:00 ～ 20:00）
16 水 ○自治会長会　中央公民館　（13:30 ～）
17 木 ○夏休み世界おもしろ話②　中央公民館　（13:30 ～ 15:00）
18 金 ○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）

19 土
○夏休み親子陶芸教室④　中央公民館　（9:30 ～ 11:30）
○おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00 ～ 12:00）
○親子で食育教室　市民図書館　（14:00 ～ 15:00）

20 日
○ナカマラボ（ガラス玉）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
○第9回スタインウェイピアノリレー　なかまハーモニーホール　（10:00開演）
○「調べる学習教室」（応用編）　市民図書館　（14:00 ～ 16:00）

21 月 ○夏休み子ども探検隊③　館外　（8:30 ～ 12:30）
22 火 ○なかまっ子陸上教室＆安川電機工場見学　体育文化センター（集合）　（9:00 ～ 13:00）
23 水
24 木 ○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）
25 金

26 土 ○ナカマラボ（勾玉）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
○おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00 ～）

27 日
28 月
29 火
30 水 ○市税などの夜間納付窓口の開設（31日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）
31 木
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

▶だんだん暑さが増してきましたが、暑いとき
ほど辛い物が食べたくなるもの。最近は麻婆豆
腐に夢中です。某アルコール飲料のＣＭのよう
に、汗ダラダラになりながら食べる鉄なべ麻婆
がたまりません。市内に中華料理店があまりな
いのが残念です。誰かおすすめの麻婆をご紹介
ください。あと、カレーも担担麺も、チキンカ
ツやとり天も大好きです。あ〜、お腹がすいた
なぁ…。いっぱい食べて夏バテを防ごう！（講）
▶今年の梅雨は雨の日が少ないようですね。個
人的には、晴れの日が多いのはうれしいのです
が、「雨にゆれるアジサイを撮影したいなぁ」と
考えていたのになかなかその機会に恵まれず、

「表紙の写真が間に合わない…」と焦るばかり。
結局は、降り出しそうな空を眺めながら、晴れ
た日に撮影したアジサイを掲載することに…雨
にゆれるアジサイは、市の公式 Facebook で
ご紹介できればと思います。（翔）


